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この度は、サエコロイヤルオフィスをお買 
い上げいただき、誠にありがとうございまし 
た。ご使用の前に、この「取扱説明書」をよ 
くお読みの上、大切に保管してください。 


表示の説明 

ご使用になる人や他の人への危害、財產 
への損害を未然に防止するため、必ず 
お守りいただきたい表示の説明です。 
良くお読みいただき、理解して遵守し 
てください。 

I この取扱説明書は、必要な時にいつで 
も見られるよう、わかりやすい場所に 
保管しておいてください。 

I 表示内容を無視して誤った使い方をし 
た場合に生じる危害や損傷 • 損害を次 
の表示で説明しています。 


△警告 


この表示は、誤った取扱いをすると 
「人が死亡または重傷などを負う可能 
性が想定される」内容を表示してい 
ます。 


△注意 


この表示は、誤った取扱いをすると 
「傷害を負5可能性または物的損害の 
発生する可能性が想定される」内容 
を示します。 
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必ずお守りください 


△警告 


独自での改造や分解は絶対にしな 
いでください。 

ヤケドやケガ、感電の原因となります。 



マシンを水に浸したり、水をかけ 
たりしないでください。 

シヨート、感電の原因となります。 



I マシンのカパーを取り外したり、 
中のパーツに触れたりしないでく 
ださい。 

ヤケドやケガ、傷害、感電の原因となります。 
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I 小さい子供だけで使わせたり、幼 
児の手の触れるところでは絶対に 
使用しないでください。 

大ヤケドや大ケガの原因となります。 



プラスチック、ポリエチレンなどの梱包材は、 
小さな子供の手の届かない場所に置いてく 
ださい。 


濡れた手足でマシンを使用しない 
でください。 

感電の原因となります。 



スチーム•給湯ノズルを使用中は、 
ノズルから非常に高温の蒸気や熱 (oKLI ] 
湯が噴出しますので、噴出口に手 
や顔を近づけたり、触れたりしな 
いでください。 

大ヤケドや大ケガの原因となります。 


加熱 • 発火の原因となるタコ足配線をやめ、 
定格12 A 以上のコンセントを単独で使用し 
てください。 


/K 注意 


I 操作パネルに水をかけないでください。 

キーの隙間から水が入り、ショート、故障の原因となります。 

I 交流1 00V 以外の電源では使用しないでください。 

ショート、故障、加熱、発火の原因となります。 

開梱後は、機械各部が完全であることを確認してく 
ださい。疑問がある場合は使用せずに、販売店に連 
絡してください。 

機械の設置は、各地域の安全規格を遵守して行うか、 
販売店によって指図書通りに実施してください。 
不適正な設置が原因で起きた事故 • 故障に関して、 
メーカーはその責任を負いません。 

電流許容値が銘板に示す機械の最大消費電力を、十 
分カ バーして いるか チェックして ください。また、 
必ず漏電ブレーカを用意してください。 

多重配線（タコ足配線）やコードの継ぎ足し、延長 
コードの使用は避けてください。それが無理な場合 
は、安全規格基準に合ったコードアダプタを使い、 
シングルアダプタや延長コードに記載された許容電 
流 • 許容消費電力を越えないよう注意してください。 


I 本機はコーヒーの抽出及び、ホットドリンクを作る 
時のスチームや熱湯を取るためだけに使用し、それ 
以外の目的では絶対に使用しないでください。 

本機をご使用の際、次のことを必ず守ってください。 
•プラグをコンセントから抜く時、コードを持って弓 I き抜かなし、。 
參コードの「もつれ」がないようにする。また、コードの上に 
物を置かない。 

•電源コードの傷みに気付いたら、直ちにプラグをコンセントか 
ら抜き、専門業者に修理を依頼する。 

•雨や直射日光にさらさない。また、屋外での使用を避ける。 
•冬にボイラーやパイプ内に水が入っていると、凍結してパイプの 
破裂など故障の原因になるので、氷点下になる場所には置かない。 
參子供や不慣れな方の操作を避ける。 

•清掃やメンテナンス作業は、必ずコンセントを抜いてから行う。 
•清掃作業は、必ずこの取扱説明書に従って行う。 

•異常を発見したら直ちにスイッチを切って販売店に連絡する。 
•修理が必要な場合は、機械の安全性を損なわないために、必ず 
メーカーの純正部品を使用する。（ただし、電源接続部は、本 
機の安全規格基準に合ったものであれば使用可能） 

•未使用時は、必ず元電源を切っておく。 

•機械の性能と正確な作動を維持するために、常時この取扱説明 
書の通りに操作する。また、専門業者による定期的なメンテナ 
ンスを心がける。 
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各部の名称 


各部の名称 



コーヒー カス入れ 
ド IJ ップトレイ 
目皿 

メインスイッチ（本体裏側) 
電気コード 


6 コーヒー 抽出 口 
7給湯ノズル 

8 コン トロール パネル 

9 水タンク 

10水量検知ウキ 




































11 コーヒー豆容器 
12豆容器カバー（内蓋） 

13豆挽き粗さ設定レバー 
14豆量設定レバー 
15サイドドア（鍵付） 

16ブルーイング粉受けじようご 
17ブルーイング八ンドル 
18ブルーイングユニット（抽出器) 
19粉受け皿 

20安全スイッチ（電源遮断装置） 

21鍵付トップカバー 
22トップカバー用鍵板 
23クリーニング用ブラシ 
24鍵 （ 2個） 

25シリコンパイプ 
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操作ボタンと表示ランプ 


タンヲオシテクダサイ 


シヨウデキマス 


r r- 




❹ 〇 


1ディスプレイ 
2お湯ボタン（ V ) 

3 コーヒー ボタン（八） 

4 スモールコーヒーボタン （ E ) 
5杯数ボタン （ C ) 





















2 ご使用の前に 


1.1 はじめに 


2.1 はじめに 


この取扱説明書は機械を操作する上で重要です 
ので使用前には必ずお読みください。 

本機「ロイヤル•オフィス」の設置、修理、使 
用上の注意事項等の内容が明記してあります。 
必要な時すぐに見られるよう、わかりやすい場 
所に保管してください。 

1.2 表示 

このマニュアルの中では、項目によって下記の 
ようなマークがついています。 

ここでは、それぞれのマークの意味をご説明し 
ます。 


f [鍵マーク] 


使用責任者（鍵管理者）が対応すべき事柄を示 
します。日常の管理（コーヒー豆や水の供給、 
クリーニング業務などが該当します。 


/ [スパナマーク] 


サービスエンジニアが対応すべき事柄を示しま 
す。修理が必要な場合を示します。 


ZL 警告 


この表示は、誤った取扱いをすると 
「人が死亡または重傷などを負5可能性 
が想定される」内容を表示しています。 


△注意 


この表示は、誤つた取扱いをすると「傷害 
を負う可能性または物的損害の発生す 
る可能性が想定される仍容を示します。 


[重要マーク] 

機械を正常にご使用いただく上で特に重要な事 
柄を、本文と分けて説明します。 


本機械はコーヒー抽出と給湯を兼ねた全自動マ 
シンです。 

挽き立てのコーヒーとお湯を供給します。 

尚，製品の仕様が予告無しに変更される事があ 
りますのでこ'了承下さい。 


重要 


誤った使用方法によって起きた事故に対し、 
当社は保証責任を負えませんので、正しい 
ご使用をお願いします。 

( P .6 「安全のために」参照） 


2.2 製造 シールの 説明 

本体サイドドアの内側に下記内容のシールが貼 
つてあります。 


[図 2] 


@ Saeco 

製造者名 
製品タイプ名 
電圧 • 周波数 • 消費電力 
製造国 (Made in Italy) 
製品名 (ROYAL OFFICE) 

(《会® 

機番 製造年月 




重要 


これらの表示内容はすべて、サービスセンタ 
一にメンテナンスをご依頼される際に必要と 
なる重要な情報ですので、シールをはがした 


り、内容を改変したりしないでください。 


2.3 仕様 


本マニュアル裏表紙に記載してあります。 
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3 運搬および保管 



4安全のために 


3.1 運搬 

運搬時には、精密機械として取り扱いに十分注 
意してください。また外箱の表示どおりに天地 
を確認してください。 


3.2 保管 

保管時には下記の条件を保ってください。 
•気温4〜 40 °C 
•最大湿度90% 


A as ： 3 段以上は積重ねない 

/：\ 5 でください。 


4.1 一般安全基準 

機械は本来の使用目的以外には使わないでくだ 
さい。また本体や部品の改造は非常に危険です 
ので絶対におやめください。 

■ 誤った使用例 

• 本来の使用目的以外での使用 
• 取扱説明書に記述のない使用および記述に 
反した使用 

• 屋外など本機使用に適さない環境での使用 
• 日本国外での使用 

• メーカーに無断で部品を変更したり，改造 
しての使用 


△警告 

子供が触れることのな 
いようご注意ください。 


△警告 

本機は電気製品ですの 
で、水濡れには充分ご 
注意ください。 

また電源が入っている 
状態では、非常に高温 
になっている箇所があ 
るので、火傷に十分ご 
注意ください。 


■電源 

• 電気部品には絶対に触らないでください。 

• 正常なコンセントに接続してください。本 
機は10 0 V 仕様です。 

■ 電源コード 

• コードは折り曲げないでください。 

• 高温場所を避けてください。 

• 水や油をかけたりしないでください。 

• 機械を移動する時はコードを抜いてくださ 
い。 

• コンセントを抜くときはコードを引っ張ら 
ないで < ださい。 
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安全のために (つづき) 



• コードはテーブルや棚等に掛けて置かない 
で < ださい。 

•もしコードに損傷がありましたら，当社技 
術部へご連絡ください。 

■場所 

•機械は安定した所に、倒れないよう置いて 
<ださい。 

• 水が掛かりやすい場所は避けてください。 

•燃焼の危険性があります。 

• 屋外や凍結しやすい場所は避けてください。 

• 高温の場所や火気の近くなどは避けてくだ 
さい。 

■ 火傷の危険 

• お湯やコーヒーが直接手に掛からないよう 
注意してください。 

•抽出口には、そのような事故に対する安全 
装置がありません。 

■ 設置 ( P .8 「設置」参照） 

•機械を正常に使用していただく為、マニユ 
アルに従って正しく設置してください。 

青}賺 ( P .23 「メンテナンス」参照） 

•機械を正常に使用していただく為、マニユ 
アルに従って正しく清掃してください。特 
に、メインスイッチは必ず切って本体が冷め 
てから行なつてください。また、本体の水洗 
し、や分解なども絶対にしないでください。 


■ 修理及び保守 p 

•故障時あるいは落下，転倒した場合には速 
やかにプラグをコンセントから抜いてくだ 
さい。 

•修理は、必ず当社サービスセンターもしく 
は当社認定代理店にご依頼ください。 

不正修理による機械の故障、またそれによ 
る怪我には一切責任を負えません。 

•もし発火した場合の消火には、力ーボンニ 
酸化物消火器を使用し、水や粉末の消火剤 
を絶対使わないようにしてください。 


4.2 安全スイッチ 

本機は、サイドドアが開いている時は安全スイ 
ッチにより自動的に電源が切れるように設計さ 
れています。（図 3-1) 

機械のスイッチが ON の状態で、サイドドア 
(図1 -15) を開けてパネル（図1 -8) の表示とラ 
イトが消えていればマイク□スイッチは正常に 
作動しています。 


[図 3] 
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■はじめに、設置環境として以下の各次項 
をすベて5萑認してください。 

• 室内温度が4〜 40°C の範囲内か 
• 最高湿度が90%以下か 
•コンセントが、本機の消費電力を十分に満 
たしているか 


△警告 


磁気や電気器具をマシン 
に近づけないでください。 
メモリー異常や誤作動の 
恐れがあります。 


[図 4] 



重要 


マシンを屋外などの水が掛かる場所には設置 
しないで<ださい。 


5.3 電源 



重要 


o ° c 以下になる場所ではボイラーやパイプ内 
に残った水が凍結し、破裂や故障の原因とな 
りますから設置しないでください。 


5.1 アクセサリー 

• カパー用鍵板（図1 -22) 

•鍵2本（図 1-24) 

• ブルーイング ユニッ ト用 T ネジ（図1 -25) 
• クリーニングブラシ（図1 -23) 

. シリコンパイプ（図 1-26) 

• 水質硬度テスト紙 
•取扱説明書（本マニュアル） 


電源を入れる前に次の事を確認してください。 

• 10 0 V 専用で 15A 以上の容量を持つコンセン 
卜であるか（延長コード使用の場合も電圧 • 
電流の適性に充分注意してください） 

• コンセントへの電気の供給が1 500W 以上あ 
るか 

• タコ足配線していないか 
• 非常時すぐにプラグを抜けるようなコンセン 
卜位置であるか 


5.2 設置場所 

マシンを正しくお使いいただくために以下の指 
示に従ってください。 

• 平らな場所を選んでください。（傾斜2度以内） 
• 明るく清潔な場所を選んでください。 

• 電源コンセントの近くを選んでください。 

• 壁から100 mm 以上離して置いてください。 
(図 4) 
















6 使用方法 



重要 


機械の諸機能を正しくご理解いただく為、ご 
使用前には必ずこの項をお読みください。 

また長期間ご使用にならなかった時は、後述 
の「はじめてお使いになる時」を再度お読み 
の上ご使用ください。 


6.1 機械の状態 

機械が所定の場所に設置され、プラグがコンセ 
ントに入っている場合の機械の状態には、以下 
の3通りがあります。 


■ 節電機能 

節電機能は、“タイマー”設定 （ P .21 「設定モ 
ー ド〜タイマー」参照）で自動的に電源を切る 
ちのです。 

• メインスッチが「一」の位置です。 
•ディスプレイには「セツデンキノウ」と表示 
されます。 

• コーヒーやお湯が抽出できなくなりますが、 

各設定内容は消えません。 

この状態を解除するには C (杯数）ポタンを 
押してください。次のように表示されます。 


■オフ 

• メインスイッチ(図 5-1) が「〇」の位置です。 
• 各設定内容が消えることはありません。 

■ オン 

• メインスイッチ（図 5-1) が「一」の位置です。 

• すべての機能が作動可能で、ディスプレイ 

(図 6) が点いています。 


[図 5] 



「テキセイオンドマチ」 

1 

「ポタンヲオシテクダサイ 
シヨウデキマス」 


6.2 初めてお使いの時 


(1) 開梱する m 
箱を開き、内容を確認しながら 
すべて取り出します。 

. 機械本体 

• ドリップトレー（図 1-2) 

• カバー用鍵板（図1 -22) 

•鍵2本(図 1-24) 

• クリーニングブラシ（図1 -23) 
. シリコンパイプ（図1 -25) 

• 水質硬度テスト紙 
•取扱説明書（本マニュアル） 


[図 6] 




重要 


鍵は水タンク、豆容器、サイドドアおよびコ 
インメックドア(オプション）に共通ですので 
管理には十分注意してください。 


pcsp 梱包材（箱 • ピニール袋 • パッキンなど）は、 
« 修理時に必要ですので大切に保管しておいて 

重要くださぃ。 
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(2) 機械を設置する [I 

• 本体を設置場所に据え付けます。 

• ドリップトレーを装着します。（図 7) 


[図 7] 



(3) コーヒー豆を入れる 

•鍵付 カバーを 取り外し（図 8) 

•豆容器カバーを取ります。（図 9) 

. コーヒー豆容器にコーヒー豆を入れます。 
(図 10) 

•豆容器 カバーを 戻します。 


[図 8] 



[図 10] 



(4) 水を入れるぼ 

• 水タンクを取り外し、水を入れます。 
(図 11) 

• 水タンクを戻します。 


(5) 鍵付カパーを取り付ける U 

•鍵付カバーを裏返し、中央部に付属の鍵板 
をネジ止めします。（図 12) 

(鍵板の取付け向きを間違えないようご注意 
<ださい） 

• 鍵付カバーを本体に取り付けます。 

• 中央の鍵穴に付属の鍵を差し込んで左へ回 
し、□ックします。（図 13) 


[図 12] 



10 





















6 使用方法 (つづき) 


(6) 電源を入れる m 

•電源コードを伸ばし、プラグをコンセント 
に差し込みます。 

• 本体背面のメインスイッチをオンにします。 
(「一」=オン、「〇」=オフ） 

次のように表示されます。 


「ジコシンダン」 

I 

「センジョウ 
テキセイオンドマチ」 


(7) 空気抜きをする 

初めての時や長期間使用していなかった時には、 
機械内部の給水経路の空気を抜き、水を通して 
からご使用ください。 

給湯ノズルの下にカップなどの容器を置き 、V 
(お湯)ポタンを押して10秒間程度お湯を出して 
<ださい。 


空気抜きが終わったら、そのまま適温になるの 
を待ちます。 

約2分後に表示が変わり、使用可能となります。 

「センジョウ 
テキセイオンドマチ」 

I 

「ポタンヲオシテクダサイ 
シヨウデキマス」 


3つの抽出ポタンが点灯しているのを確認して 
<ださい。 


(8) 豆量を決める 

1杯分のコーヒーに使用するコーヒー豆の量を、 
本体サイドドア内側にある豆量設定レバー（図 
1-14) で調整します。 

約6〜 9 g の間で7段階の調整ができます。 

豆量は 「+ J の方向で増え、 「一 J の方向で減りま 
す。工場出荷時は中心線に合わせてあります。 
(味を濃くしたければ「+」、薄くしたければ 
「一」へ動かします） 


(9) 豆の挽き粗さを決める [X 

本体サイドドア内側の豆挽き粗さ設定レバー(図 
1-13) で、挽き粗さを調整します。 

1〜7の目盛があり、数字が小さくなると細か 
く、大きくなると粗くなります。 

一般的には、細かいと味が濃く、粗いと薄くな 
ります。 

豆の種類によって適当な挽粗さが異なりますの 
で、実際の味を確認しながら調整してください。 


△警告 


挽き粗さ設定レバーは、 
グラインダーが停止中に 
は絶対に動かさないでく 
ださい。 



重要 


レバーは、必ずコーヒー抽出ポタンを押して、 
グラインダーが回転している間に動かすよう 
にしてください。ただし、サイドドアを開く 
と安全スイッチが働いて本体の電源が切れて 


しまうので、そのままではグラインダーを回 


転させることができません。 

付属のシリコンパイプ（図 1-26) で電源遮 
断装置を解除してください。 


[手順] 


•シリコンパイプを使って安全スイッチ（図 
3-1) を押し込み、電源を入れます。 
•使用可能状態になる（抽出ポタン点灯）の 
を待ちます。 

• ll ( スモールコーヒー) か 八（コーヒー) いず 
れかの抽出ポタンを押します。 

• グラインダーが回転している間にレバーを 
お好みの位置へ動かします。 


11 













重要 


レパーを動かした後、実際の挽き粗さが変わ 
るのは3回目の抽出からです。初めの2回は粗 
さが安定しませんので、ご注意ください。 


※コーヒー豆の選定 

コーヒー豆は、エスプレッソマシン向きの深煎 
りタイプをご使用ください。 


(10) コーヒーの抽出量を決める [J 
抽出ポタン毎の抽出量は、実際にコーヒーを抽 
出しながら簡単に設定できます。 

ただしこの機能を使うには、あらかじめ設定モ 
ードの「プ□グラムチュウ」設定をイエスに変 
更する必要がありますのでご注意ください。 
( P .20 「設定モード〜プ□グラムチュウ」参照） 
工場出荷時の各ポタンの設定量は以下の通りで 
す。 

• スモールコーヒー約 50 cc 
.コーヒー 約120 cc 

.ォユ 約150 cc 

[手順] 

① 抽出口の下にご使用のカップを置きます。 


② 設定したいメニューの抽出ポタン(スモールコ 
ーヒー/コーヒー/お湯)を長押しすると、機 
械が作動して抽出が始まります。（そのまま指 
を離さずにいてください） 


C (杯数）のポタンを同時に押しながらメイン 
スイッチをオンにします。次のように表示され 
ます。 

「コード？？ . J 

⑥ E (スモールコーヒー）ポタンを6回押し 
mm ij と入力します。次のように表示さ 
れます。 

「クレジットセッテイ」 

⑦ V ポタンを3回押して「セツテイ」を表示させ 
ます。 


⑧ E ポタンを押すと次のように表示されます。 

「コトパ ニホンゴ J 

⑨ V ポタンを3回押します。 

「プ□グラムチュウ イエス」 

⑱£ポタンを押すと次のように表示されます。 
「プ□グラムチュウ 
イエス」 

⑪ V ポタンを1回押します。 

「プ□グラムチュウ 
ノ -J 


⑫ £ポタンを押して確定します。 

「プ□グラムチュウ ノー」 


③ ポタンを押し続けていると、次のように表示さ 
れます。 

「スモールコーヒー（コーヒー/オユ） 

プ□グラムチュウ」 


④ そのまま希望量になるまで押し続けてくださ 
し、。（最大量約 250 cc まで設定できます） 

それぞれの設定が終わったら、以下の手順で、 
設定モード「プ□グラムチュウ」設定を「イエ 
ス J から「ノー」に変更しておいてください。 

⑤ 一旦メインスイッチをオフにし、 V (お湯）と 


⑬ C ポタンを2回押すと、「ジコシンダン」表示 
の後、通常モードに戻ります。 

「テキセイオンドマチ」 


「ポタンヲオシテクダサイ 
シヨウデキマス」 



重要 


「イエス」設定のままにしておくと、抽出ボタ 
ンが長押し （ 3秒間以上）される度に抽出量が 
変更されてしまいますのでご注意ください。 


以上の諸設定以外にもさまざまな設定ができま 
す。後述の設定モードで別途変更してください。 
( P .19 「設定モード〜メニュー種類」参照） 
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6 使用方法 (つづき) 


6.3 操作説明 

參コントロールパネル 
コント□ールパネル（図 6) には4つのボタン 
があり、コーヒー抽出モードと設定モードとで 
異なる機能をします。 



[図 6] 


[コーヒー抽出モード] 

この通常モードでは、各ポタンを押すと前項で設 
定した飲み物が抽出されます。 

E = スモールコ _ ヒー ポタン (コーヒーの 抽出） 
八=コーヒー ポタン （コーヒーの 抽出） 

V = お湯ポタン（お湯の抽出） 

c= 杯数ポタン（抽出杯数のカウンター） 

3つの抽出ポタンは、通常、緑色のランプが点 
灯しています。 

抽出中は押したポタンのみが点灯し、抽出終了 
後、再び3つが点灯します。 

[設定モード] 

このモードでは、各ポタンを押すと以下の通りに 
動きます。 

£( ENT )= 実行キー 

(設定値の確定ちしくは次の項目へ移動） 
0旧5〇=取消キー 

(設定値の取消し及び前の項目へ戻る） 

八 =UP キー 

(上の項目へ移動、あるいは数値を上げる） 

V = DOWI \^- 

(下の項目へ移動、あるいは数値を下げる） 
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[ディスプレイ] 

操作方法や機械の状態がカタカナ表示されます。 

參 コーヒーの 抽出 

• コーヒー抽出口の下にご使用のカップを置き 
ます。 

• スモールコーヒーポタンもしくはコーヒーポ 
タンを押します。 

• グラインダーが豆を挽き、続いてコーヒーを抽出し 
ます。次のように表示されます。 

「(スモール） コーヒー 
プレブルーイング」 

※「プレブルーイング」は蒸らし中のみの表示 
です。 

• 抽出終了後、カスが自動的にカス入れ（図1 - 
1) に排出されます。 

參 お湯の 抽出 

• お湯抽出口の下にカップなどの容器を置きま 
す。 

• お湯ポタン V を押すと、お湯が抽出されます。 
次のように表示されます。 

「ォユ」 

•設定量に達すると、自動的に抽出が止まりま 
す。 


參抽出杯数の表示 

杯数カウンター機能により、コーヒーとお湯の 
抽出回数を、いつでも簡単にチェックすること 
ができます。 

以下のようなポタンの同時押しにより表示しま 
す。 

① C (杯数 ） +E (スモールコーヒー） 

「スモール コーヒー ゴウケイ**」 

② C (杯数）+八（コーヒー） 

「コーヒーゴウケイ**」 

③ C (杯数）+ V (お湯） 

「オユゴウケイ**」 

④ C (杯数）のみを押すと次のように表示され 
ます。 

「コーヒーゴウケイスウ **J 
コーヒー（スモールコーヒ ー +コーヒー ） 合 
計杯数を表示します。 


※紅茶や スープな どのほか、 コーヒーの お湯 
割りなどにも使えます。 

※抽出量が200ミリリツトルを超えると湯温 
が著しく下がる場合があります。 

※抽出中に再度お湯ポタンを押せばいつでも 
抽出を停止します。この場合でも設定量が 
消えたり変更されたりすることはありませ 
ん〇 
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6 使用方法 (つづき) 


6.4 日常表示されるメッセージとその対応 


コント□ールパネルのディスプレイには、機械 
の状態により、様々なメッセージがカタカナで 
表示されます。ここではそれらの代表的なもの 
をご紹介します。 


「ジコシンダン」（自己診断） 

電源を投入直後、機械の基本動作をテストして 
異常の有無をチェックしている状態 

「センジョウ」（洗浄） 

電源投入後、使用可能状態になった時に、少量 
のお湯で抽出口をすすいでいる状態 

「テキセイオンドマチ」（適正温度待ち） 

「ジコシンダン」後、ポイラー内が温まるまで 
の待機中の状態 

「ポタンヲオシテクダサイシヨウデキマス」 
(ポタンを押してください使用できます） 

機械の状態に異常がなく、コーヒーやお湯を抽 
出でぎる状態 

「スモールコーヒー」「コーヒー」「オユ」 

コーヒーやお湯が抽出中である状態 

「〜プレブルーイング」 

コーヒーの抽出中に蒸らし動作を行なっている 
状態 


「コーヒーマメヲイレテクダサイシヨウデキマ 
ス」 

(コーヒー豆を入れてください使用できます） 

コーヒー豆容器内の豆がなくなった状態 
豆がなくなると、グラインダーが20秒間空転し 
た後に動作を中断し、この表示が出ます。そし 
て2つのコーヒー抽出ポタンが消灯し、お湯の 
み抽出可能となります。豆を補充して、コーヒ 
一抽出ポタンのいずれかを5秒間押すとメッセ 
ージが消え、使用可能となります。 

(-「ポタンヲオシテクダサイシヨウデキマ 
ス」） 

※之〇秒間のグラインダー空転中に豆を補充すれ 
ば、そのまま抽出を続行できます。 

「ミズタンクガカラ」（水タンクが空） 

水タンク内の水がなくなった状態 
3つの抽出ポタンすべてが消灯し、使用できな 
くなります。水を補充するだけで使用可能状態 
に復帰完了です。 

(-「ポタンヲオシテクダサイシヨウデキマ 
ス」） 

なお、水の残量は[水量検知ウキ](図 1-10) 
の浮き沈みによって検知するので、多少の水が 
残っていても、この表示が出て使用できなくな 
ります。ご了承ください。 
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「カスヲステテクダサイシヨウデキマス」 

(カスを捨ててください使用できます） 

コーヒー カス入れがカスでいっぱいになった状 
態 

2つの コーヒー 抽出ポタンが消灯し、お湯のみ 
抽出可能となります。 

カス入れを取り外してカスを捨ててください。 
カス入れを元に戻せば使用可能となります。 

(—「ボタンヲオシテクダサイシヨウデキマ 
ス」） 

工場出荷時には、30個のカスでメッセージを表 
示するように設定されています。 

カス捨て表示を変更する時は、必ずコード入力 
が要求されます。セキュリティーを目的とした 
パスワードです。 

コードは工場出荷時に nmnj に設定して 
あります。 

C ポタンと E ポタンを同時に押しながら、メイ 
ンスイッチを入れてください。 

次のように表示されます。 

「コード ？？…… J 


「クウキヌキ j (空気抜き） 

給水経路内に空気が入った状態 

p . i 1[空気抜きをする]の手順に従って空気抜 

ぎをしてください。 

「カスイレノイレナオシ」（カス入れの入れ直し） 
カス入れが正しく本体にセットされていない状 
態 

この状態では、コーヒーもお湯も抽出できませ 
ん。正しくセットしてください。 

「ブルーイングノイレナオシ」（ブルーイングの入 
れ直し） 

ブルーイングユニットが本体に正しくセットさ 
れていない状態 

この状態では、コーヒーもお湯も抽出できませ 
ん正しくセットしてください。 

その他、故障等の異常時のエラーメッセー 
^ジが表示された時は、速やかに電源を切り、 
プラグをコンセントから抜いて、サービス 
センターへご連絡ください。 


£ポタンを6回押し n m nj と入力します。 
次のように表示されます。 

「スモール コーヒー 1パイ 

ショウゲキスウ • • •」 

V ポタンを11回押し 

「ヒヨウジナイデカスヲステル」 

を表示させます。 


E ポタンを押し、 V 八ポタンで数値を変更して 
ください。 

変更後 E ポタンを押すと設定が変更され、 
次のように表示されます。 

「ヒヨウジナイデカスヲステル」 


C ポタンを押し、通常使用のモードに戻してく 
ださい。 

※カスの容量が30杯の為、数値は必ず30以下 
になるよう設定してください。 
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設定モード 


この章では機械のプ□グラムの設定と修正方法 
を説明します。 

P ポタンの説明 

石（スモールコ _ ヒーポタン）…実行キー。設定値の 
確定もしくは次の項目へ移動。 

G (杯数ポタン）…取消しキー。設定値の取消し及び 
前の項目へ戻る。 

A (コーヒーポタン） ". up キー。上の項目へ移動あ 
るいは数値を上げる。 

N/ (お湯ポタン）… DOWN キー。下の項目へ移動あ 
るいは数値を下げる。 


7.1 コード 

設定モードに入る時には、必ずコード入力が要 
求されます。 

セキュリティーを目的としたパスワードです。 
コードは工場出荷時に「11111 1 J に設定し 
てあります。 

7.2 設定モードに入る 

設定モードに入る時には V ポタンと C ポタンを 
同時に押しながらメインスイッチを入れてくだ 
さい。次のように表示されます。 

「コード？？ . 」 

E ポタンを6回押し、「111111」と入力し 
ます。 

下記のように表示されます。 

「クレジットセッテイ」 

設定メニューは次のとおりです。 

• 「クレジットセッテイ」 

「クレジットザンスウ」 

「クレジットシヨウスル」 

(イエス/ノー） 

「クレジットリセット」 

(イエス/ノー） 

「クレジットゼ□ヨコクスル**」 


• 「ショウケイデータコンカイ」 
「コインカウンター」 


「コイン 

1 J 

「コイン 

2」 

「コイン 

3」 

「コイン 

4」 

「コイン 

5J 

「コイン 

6」 


「カードシヨウスウ」 

「卜ータルチャージキンガク」 

「八ンバイスウ * 卜ータル」 

「八ンバイスウ * カード」 

「カードハンバイスウ S コーヒー」 
「力ードハンバイスウ L コーヒー」 
「カードハンバイスウオユ」 

「ハンバイスウ * キャッシュ」 

「コインハンバイスウ S コーヒー」 
「コインハンバイスウ L コーヒー」 
「コインハンバイスウオユ」 

「ハンバイスウ * フリー」 

r ヲリーハンバイスウ s コーヒー」 
r ヲリーハンバイスウ l コーヒー」 

「ヲリーハンバイスウオユ」 

「ハンバイスウ*ヲリーカード」 

r ヲリーカードハンバイ s コーヒー」 
r ヲリーカードハンバイ l コーヒー」 
r ヲリーカードハンバイオユ j 
r 才ーバ _ ペイトータルキンガク」 
「カウンターリセツト」 

• 「ショウケイデータルイケイ」 

「コインカウンター」 


「コィン 

1 J 

「コィン 

2」 

「コイン 

3」 

「コィン 

4」 

「コイン 

5」 

「コイン 

6」 


「カードシヨウスウ」 

「卜ータルチャージキンガク j 
「ハンバイスウ * I-ータル」 

「ハンバイスウ * カード」 

「カードハンバイスウ s コーヒー」 
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「カードハンバイスウ L コーヒー」 

「カードハンバイスウオユ」 

「ハンバイスウ * キャッシュ」 

「コインハンバイスウ S コーヒー」 

「コインハンバイスウ L コーヒー」 

「コインハンバイスウオユ」 

「ハンバイスウ * フリー」 

r ヲリーハンバイスウ s コーヒー」 
r ヲリーハンバイスウ l コーヒー」 
r ヲリー八ンバイスウオユ」 

「ハンバイスウ * ヲリーカード」 

r ヲリーカードハンバイ s コーヒー」 
r ヲリーカードハンバイ l コーヒー」 
r ヲリーカード八ンバイオユ j 
「才ーパーペイトータルキンガク」 

「セッテイ」 

r コトバニホンゴ」 

「スモールコーヒーノオンド」 

(サイテイ/匕クイ/チュウカン/タカイ/サ 
ィコゥ） 

「コーヒーノオンド」 

(サイテイ/匕クイ/チュウカン/タカイ/サ 
ィコゥ） 

「プログラムチュウ」 

(イエス/ノー） 

「プレブルーイング」 

(ノー/チュウカン/ロング） 

「ジョセッカイ」 

「ミズノコード」 

(ミズノコード〇〜ミズノコード 4) 

「ジョセッカイヒョウジスル」 

(イエス/ノー） 

「ジカイジョセッカイ **」 

「センジョウ」 

(イエス/ノー） 

「プレグラインディング」 

(イエス/ノー） 

「カウンターヒョウジスル」 

(イエス/ノー） 

「コード」 

「コードヘンコウ」 

「アタラシイコード」 


「メモリー」 

(イエス/ノー） 

• 「タイマー」 

「セツデンキノウニナリマスセツテイジカン」 

(0 : 00〜3 : 00)) 

• 「シハライセツテイ」 

「コインシキべツ」 

「コイン/カードノシヨウ」 

(イエス/ノー） 

「コインシュべツ」 


「コィン 

1 J 

「コィン 

2」 

「コィン 

3 J 

「コィン 

4」 

「コィン 

5」 

「コイン 

6」 


「カードドスウ MAX 」 

「力 ー ドリ ー ダ ー セツテイ」 

「コイン/カードノシヨウ」 

(イエス/ノー） 

「カードドスウ MAX 」 

「力ードチャージノシヨウ」 

(イエス/ノー） 

「カードチャージ MAX 」 

「フリー カー ドノシヨウ」 

(イエス/ノー） 

「カカクセツテイ」 

「カカクスンールコーヒー」 

「カカクラージコーヒー」 

「カカクオユ J 
「レンゾクシヨウ」 

(イエス/ノー） 

「メニューカカクヒョウジ」 

(イエス/ノー） 

「レンゾクユウコウジカン」 

(0 〜18 0) 

「カカクタンイ J 

(1，10,100) 

「ショウスウテン」 

( 00 . 000 / 000 . 00 / 0000 . 0 / 00000 ) 
• r ジョセツカイジツコウスル」 

•「ヲ '' ルーイングセンジョウジッコウスル」 
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7 設定モード（つづき) 



7.3 メニュー選択 

メニ ュー 選択は八 V ポタンでカーソルを移動 
させ、 E ポタンを押して選んでください。 

各メニューの設定内容は八 V ポタンで修正で 
ぎます。 

設定内容を修正せずにメインメニューに戻すに 
は C ポタンを押してください。 

7.4 メニューの種類 

•クレジットセッテイ 

抽出杯数をあらかじめ設定した数に達した時 
点で、機械の使用を停止させることができま 
す。（お湯の抽出は停止しません） 

この機能を使えば、コーヒー豆や水の補充や 
機械のお手入れなどを計画的に実施すること 
ができます。 

£ポタンを押すと次のように表示されます。 

• 「クレジットザンスウ」 

さらに E ポタンを押すと次のように表示さ 
れます。 

r クレジットフヤス 
0000 」 

E ポタンで桁を選び、八 V ポタンで抽出杯 
数の設定をします。 

. 「クレジットシヨウスル」 

抽出杯数の設定機能を使用するかの設定 
です。 

工場出荷時には「ノー」に設定されていま 
す。 

• r クレジットリセット」 

クレジットのザンスウをリセットします。 
. 「クレジットゼ□ヨコクスル」 

クレジットのザンスウを設定杯数以下か 
らディスプレイに表示します。 
「クレジットゼ□ヨコクスル 20 J と 
すると、抽出可能杯数残り20杯目から 
「クレジットノコリワズカ20 
シヨウデキマス」 と表示します。 

•ショウケイデータコンカイ 
最後にリセットしてからのコーヒー抽出杯数 


等の表示します。 

• 「コインカウンター」 

コイン使用の状況卜ータルと、コイン1〜 
コイン6までの状況を各々表示します。 
「コインカウンター 

20 : 1250」 

上記表示は、コイン枚数が20枚で、金額 
が1,250円を表示しています。 

• 「カードシヨウスウ」 

カード使用の状況を表示します。 

• 「卜ータルチャ _ ジキンガク J 
チャージの状況を表示します。 

• 「ハンバイスウ * I -ータル」 

抽出杯数と金額を販売形態別に表示しま 
す。 

「ハンバイスウ * I -ータル 
89: 560 J 

上記表示は、販売抽出杯数が89杯で、金 
額が560円を表示しています。 

• 「八ンバイスウ * カード」 

カードでの卜ータルと S (スモールコーヒ 
一 ）. L (コーヒー）.オユの各々表示しま 
す。 

• 「ハンバイスウ * キャッシュ」 

コインでの I -ータルと S (スモールコーヒ 
一 ）. L (コーヒー）.オユの各々表示しま 
す。 

• 「八ンバイスウ * フリー」 

フリー抽出での I タルと S (スモールコ 
ーヒー ）.L (コーヒー ）. オユの各々表示 
します。 

r ヲリーハンバイスウ s コーヒー」は、 
フリーハンバイスウの意味です。 

• 「八ンバイスウ*ヲリーカード」 

フリーカードでの I -ータルと S (スモール 
コーヒー ）. I ■(コーヒー ）. オユの各々表 
7 F しま9"。 

*ヲリーカードは、フリーカードの意味 
です。 

• 「オーバーペイトータルキンガク J 

才ーパーペイの卜ータル金額を表示しま 
す0 
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• 「カウンターリセット」 

ショウケイデータコンカイのデータを 
リセットします。 

•「ショウケイ データ ルイケイ」 

上記のショウケイデータコンカイと同内容 
で累計を表示します。 

この累計データは、リセットできません。 
•「セッテイ」 

r コトパニホンゴ」 

日本語以外に7ヶ国語が選択できます。 

E ポタンを押して、八Vポタンで使用し 
たい言語を決定してください。 

工場出荷時には日本語に設定されていま 
す。 

• 「スモールコーヒーノオンド」 

スモールコーヒー 抽出時の温度を設定し 
ます。 

e ポタンを押して、八 v ポタンで「サイ 
テイ」 r ヒクイ」「チュウカン」「タカイ」 
「サイコウ」のいずれかを選んでください。 
工場出荷時には「チュウカン」に設定さ 
れています。 

• 「コーヒーノオンド」 

前項「スモール コーヒーノ オンド」と同 
様 

• r プ□グラムチュウ」 

スモールコーヒー.コーヒー . お湯それ 
それの抽出量を、ポタンの長押しで簡単 
に変更できる機能を有効/無効にします。 
£ポタンを押して、八Vポタンで「イエ 
ス」「ノー」を選んでください。 

工場出荷時には「ノー」に設定されてい 
ます。 

• 「プレブルーイング」 

コーヒー 抽出開始時、少量のお湯で コー 
匕一粉を湿らせた後、一瞬（約2秒）ボン 
プが停止して「蒸らし」を行う機能です。 
これにより香りと味を一層引き立てるこ 
とができます。 

£ポタンを押して、八Vポタンで「ノー」 
「チュウカン」「ロング」のいずれかを選 
んでください。 


• 「ジョセツカイ」 

水の硬度と使用量により、除石灰作業を 
すべき時期をお知らせします。 

• 「ミズノコード」 

ご使用になる水の硬度を、あらかじめ機 
械に設定します。 

ミズノコード設定が下記の通りとなりま 
す。 

硬度4 (高硬水）30 U ツトル使用毎に除石灰表示 
硬度3 (中硬水）60リツトル 〃 

硬度2 (低硬水）90リツトル 〃 

硬度1(軟水）120リツトル 〃 

£ポタンを押して、八Vポタンを使って、 
テストで得られた水の硬度を選んでくだ 
さい。工場出荷時には「ミズノコード 
1」に設定されています。 

• r ジョセツカイヒョウジスル」 

除石灰作業時期の表示を設定します。「ノ 
一」に設定すると、除石灰作業時期にな 
っても表示されません。 

£ポタンを押して、八 v ポタンで「イエ 
ス」「ノー」を選んでください。 

工場出荷時には「イエス」に設定されて 
います。 

• r ジカイジョセツカイ * *」 

• 「センジョウ」 

電源を入れた時に抽出口を洗浄します。 
e ポタンを押して、八 v ポタンで「イエ 
ス」「ノー」を選んでください。 

工場出荷時には「イエス」に設定されて 
います。 

• r プレグラインデイング」 

コーヒー 抽出時に、次回使用の コーヒー 
豆を事前に挽いておく機能です。 

この機能を使用すると、抽出時間を短縮 
(グラインダーが豆を挽く時間分）できま 
す。 

£ボタンを押して、八Vポタンで「イエ 
ス」「ノー」を選んでください。 

工場出荷時には「ノー」に設定されてい 
ます。 
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7 設定モード（つづき) 



• 「カウンターヒヨウジスル」 

杯数カウンター機能により、 コーヒーと 
お湯の抽出杯数をディスプレイに表示し 
ます。 

e ポタンを押して、八 v ポタンで「イエ 
ス」「ノー」を選んでください。 

工場出荷時には「イエス」に設定されて 
います。 

• 「コード」 

設定モードにアクセスする為のコードを任意 
の数字に変更することができます。 

数字は 1.2. 3. 4. の 4 種類に限定されます。 
それぞれの入カポタンは以下のとおりです。 

E (スモールコーヒー ） ポタン=1 
A (コーヒー）ポタン =2 
V (お湯）ポタン= 3 
C (杯数表示）ポタン =4 
£ポタンを押すと次のように表示されます。 

「コード ヘン コウ」 

さらに E ポタンを押すと次のように表示 
されます。 

「アタラシイコード？ 


新しいコードを入力すると次のように表 
7 F されます0 

「アタラシイコード . 

メモリー イエス」 

八 V ポタンで「イエス」「ノー」を選んで 
ください。「イエス」を選択するとコード 
は新しいコードになります。 


A S 新しいコードは必ず記 

/;\ /it /胃録しておいてください。 


#「タイマー」 

最後のコーヒーを抽出してから、設定した時 
間内に次のコーヒーが抽出されない場合、自 
動的に節鼋状態になります。 

£ポタンを押すと次のように表示されます。 
「セツデンキノウニナリマスセッテイ 
ジカン3 : 00」 


八 V ポタンで希望時間を 3 時間まで 15 分単 
位で選んでください。 

コーヒー 抽出可能状態で設定時間を過ぎると 
次の表示が現れ抽出できなくなります。 

「セツデンキノウ」 

節電状態を解除するには C ポタンを数秒押し 
続けてください。適温になりしだい使用可能 
となります。 

ただし、一旦機械が冷えてしまうと適温にな 
るまで数分かかることがあります。 

工場出荷時には 「0 : 〇〇」 に設定されていま 
す。 「 0:00 」 では節雷状態になりません。 

• 「シハライセッテイ」 

コインメック及びカードリーダーを使用する 
場合に設定します。 

釣銭機構はありませんが、投入金額内で抽出 
ができます。 

使用品番 1 832.A08.84R 
コイナーボックス 
NV02.110 
コインセレクター 
. 「コインシキべツ」 

コインメックを接続して使用する時に設 
定します。 

• 「コイン/カードシヨウ」 

コインメックを接続して、「イエス」で 
投入金額カウント 
. 「コインシュべツ J 

「コイン 1 10J ( 円） 

「コイン 2 50 」 （円） 

「コイン 310 0J ( 円） 

に設定してください。コインメックの種 
類によります。 

• 「カードドスウ MAX 」 

最高投入金額の設定です。 

• 「カードリ _ ダーセッテイ」 

カードリーダーを接続して使用する時に 
設定します。 

(設定の説明は別紙マニアルを参照くださ 
い〇) 

• 「カカクセッテイ」 

コインメックまたは、カードリーダーを 
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接続した時に価格を設定します。 

• 「カカクスンールコーヒー」 

スモールコーヒーの 価格を設定します。 

• 「カカク ラージコーヒー」 

コーヒーの価格を設定します。 

• 「カカクオユ」 

オユの価格を設定します。 

• 「レンゾクシヨウ」 

イエス/ノー 

投入金額内での連続抽出を可能に設定し 
ます。 

• 「メニュー■カカクヒヨウジ」 

イエス/ノー 

スモールコーヒー/コーヒー ポタンの消 
灯時に押すと不足金額として、 
ディスプレイに価格を表示します。 

「スモールコーヒー1パイ 
フソクキンガク **J 

• 「レンゾクユウコウジカン」 

〇〜180秒 

抽出可能状態の時間を設定します。（〇は 
連続） 

設定時間を過ぎると、クレジットはクリ 
アーされます。 

• 「カカクタンイ」 

1 , 10,100 

設定価格の単位を設定します。 

• 「ショウスウテン」 


•「ヲ”ルーイングセンジョウジッコウスル」 
(洗浄プログラム） 

ブルー イング ユニッ トの洗浄プログラムで 
す0 

日常のお手入れ以外に、専用洗剤使用による 
定期洗浄を行えば、コーヒーの油脂成分によ 
るフィルターの目詰まりを防止し、常に高品 
質の味わいと泡立ちを保てます。 

機械の使用状態にもよりますが、月に一度も 
しくは250杯程度の使用毎に洗浄してくださ 
し、0 



この洗浄には、別売の「クリーニングタブレ 
ツト」が必要となります。 

(販売店にお問い合せください） 

[手順] 

① 水タンクに1リツトル以上の水を入れま 
す0 

② 次にサイドドアを開いてブルーイング ユニ 
ツトを取り出し、 

③ クリーニングタブレツト1錠を下フィルタ 
一部に入れ、本体にセツトし直します。 

④ 設定モードの「ブルーイングノセンジョウ」 
を選び E ポタンを押します。 

洗浄プログラムがスタートします。 

(洗浄プログラムは、約40秒の休止をはさんで4 
サイクル、合計約5分間です） 


(00.000/000.00/0000.0/00000) 
• 「ジョセッカイジッコウスル」 

水の使用量に応じて、機械内部に溜まった水 
の石灰質を取り除く「除石灰」という作業を 
行うことができます。水の使用量が一定量に 
達すると、次のようなメッセージが表示され 
ます。 

r ジョセッカイ 
シヨウデキマス 」 

このままでも機械は使用できますが、機械の 
保護およびコーヒーの品質維持のためには、 
除石灰作業を行うことをお勧めします。 

* 詳しくは P .24* P .25 「除石灰方法」 
を参照してください。 


※洗浄後はブルーイング ユニッ トを取り出 
し、水洗いしてください。 



重要 


洗浄中は電源を切らないでください。また、 
コーヒー抽出口からは1リツトル程度のお 
湯が出るので、抽出口の下に大きめの器を 
置いてから始めてください。 
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8 メンテナンス 



機械を衛生的に保ち、本来の能力をより永く発揮 
させるには、定期的なメンテナンスとクリーニン 
グが必要です。 

定期的な手入れを欠かさず行なっていただく為、 
抽出杯数のカウンター機能をご活用ください。 


8.1 はじめに 

機械のお手入れの際は、必ずこの説明書の記述 
にしたがってください。 


△警告 


お手入れや洗浄を行う前 
には、必ずプラグを抜き 
機械が冷めるまでお待ち 
ください。 


•本体は、水かぬるま湯で湿らせて固く絞った 
スポンジや布で拭いてください。 

• 合成洗剤は、本体や部品の変形あるいは機能 
に影響を及ぼす恐れがありますので絶対に使 
用しないで < ださい。 

•機械に水をかけたり、水の中に入れたりしな 
いで < ださい。 

• 食器洗浄機を使用しないでください。 

• 洗った部品は、電子レンジなどを使用せず、 
乾いた布でよく水気を拭き取ってください。 

•取り外し可能な部品を除き、機械の分解は絶 
対にしないでください。 


機械そのものの不良箇所についてはサービスセンタ 
―一までお問い合わせください。 


8.2 ク U — ニンクおよびメンテナンス 


マシンを正常にお使いいただくために、以下の 
ようなサイクルで手入れをしてください。 



毎日 

毎週 

毎月 

かす入れの掃除 

• 



ドリップトレイの掃除 

• 



水タンクの掃除 

• 



ブルーイングユニットの掃除 


• 


ブルーイングユニットのグリスアップ 



• 

豆ホッパーの掃除 



• 


•水タンク•カス入れ • ドリップトレー•目皿 
は、中性洗剤を使って毎日洗ってください。 

. コーヒー 抽出 口.ブルー イング ユニッ ト.グ 
ラインダーの清掃および除石灰については、 
以下の手順で行なってください。 


參コーヒー グラインダー IX 
グラインダーの定期的な清掃を怠ると、コーヒー 
豆の挽きムラによるコーヒーの品質低下、ある 
いは微粉の詰まりからくる機械への過重負荷に 
よるトラブルなどを招きます。 

① メインスイッチをオフにし、プラグをコンセントか 
ら抜きます。 

② 鍵付きカパー（図卜 21) と豆容器カパー (H1-12) 
を外します。 

③ コーヒー豆容器をカラにし、2つのネジをゆるめ本 
体から外します。（図 14) 

④ 豆挽粗さ設定レバー2つの固定ネジをゆるめて(図15)、 
レバーを取り外します。（図 16) 

* この時レノ ( 一の元の設定位置を憶えておいてください。 


[EI14] [図 15] 
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[図 16] 



[図 17] 


⑤挽粗さ設定リングを反時計回りに回して、2つの青 
い目印を合わせます。（図 17) 

⑧内側のリングを静かに取り外します。（図 18) 

⑦クリーニング用ブラシ（図 1-23) を使って汚れを取 
ります0 (図 19) 

[図 18] [図 19] 




⑧ 本体側の刃の周辺もブラシや掃除機を使って、汚れ 
をキレイに取り除きます。 

⑨ 内側のリングを、2つの青い目印を合わせて取り付 
けます。 

⑱挽粗さ設定リングを時計回りに回して、2つの赤い 
目印を合わせます。 

⑪挽粗さ設定レバーを、「4」の位置に合わせ、ネジで 
固定します。 

⑫コーヒー豆容器を取り付け、ネジで固定します。 

⑬豆容器カバーと鍵付きカバーを取り付けます。 

⑭挽き粗さ設定レバーを元の位置に戻します。 


△警告 


絶対にグラインダーの中 
に水を入れたり、濡れた 
布巾で拭いたりしないで 
ください。 

修理不可能なダメージを 
受けます。 


•除石灰 L 1 

除石灰は、機械内部の給水経路内に付着した石 
灰質を取り除き、給水や加熱その他、機械の基 
本的な機能が損なわれるのを防ぐ為の重要な作 
業です。 


重要 


以下にご説明する除石灰作業は、給水経路す 
ベてに効果があるわけではありません。 

特にブルーイングユニット（図 1-18) 及び同 
ユニットと本体との接続部に対しては効果が 


ありません。 


本機には、定期的な除石灰をお客様に促す為、作業をす 
べき時期を自動的にお知らせする為の水量カウンター機 
能があります。この機能が働くと、ディスプレイには次 
のように表示されます。 

「ジョセッカイシヨウデキマス」 

このままでも機械は使用できますが、できるだけ早期に 
除石灰してください。 

このカウンター機能は、設定モードの「ミズノコウド」 
設定に応じて、メッセージ表示の時期を決定します。 
例えば「硬度3」の場合、使用水量が120リットルに 
達するとメッセージを表示します。 

付属のテスト紙で水の硬度を測定し、そこで得られた結 
果を「水の硬度」として機械に設定しておいてください。 
(P.20 「ミズノコウド」参照） 



重要 


機械保護の為、できるだけ軟水をご使用く 
ださい。 


• 除石灰方法 



重要 


この作業には、別売の除石灰剤「デカル」が 
>必要となります。（販売店へお問い合せください） 


重要 


この作業は、必ず電源が切れた状態かつ機械 
が冷えた状態から始めてください。 
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8 メンテナンス (つづき) 




除石灰作業は設定モードで行ないます。 

[手順] 

①水タンクに1リツトルの水道水を入れます。 

②①のタンクに除石灰剤「デカル」1袋の中身を入れ、 
軽くかき混ぜます。 

③ 設定モードにします。 

④ /\ポタンを押して、 r ジョセカイ」を選びます。 

⑤ 石ポタンを押し、除石灰をスタートします。 

—(表示） r ジョセツカイチュウ」 

⑧ノズルから約1分間隔で断続的に水が出ます。 
※初めに 30 CC 位の水が出た後、1分間停止しますが異 
常ではありません。 

⑦ 30 CC 抽出 — 1分停止— 30 CC 抽出…を約35分間繰 
り返し、水タンクがカラになったら除石灰が終了です。 
—(表示） r ジョセツカイオワリ」 


機械を使用しない時には、スイッチを切り、ブラ 
グを抜いておいてください。 

また湿気のない場所を選び、小さな子供の手の届 
かないところに保管してください。 

長期間使用しない場合には、ほこりや汚れがつか 
ないように保管してください。 


10機械の廃棄 


機械を廃棄処分する際には、地域のごみ処理セン 
夕一にお問い合わせのうえ、その指示に従ってく 
ださい。 



重要 


容器の大きさによっては途中で水が溢れま 
す。溢れる前に随時捨ててください。 


⑧ た： ポタンを押します。 

—(表示）「リンススルミズタンクガカラ」 

⑨ 水タンクに水道水1リツトルを入れ、「ミズタンクガ 
カラ」の表示が消えたら、リンス（すすぎ）をスタ 
一卜します。 

-(表示）「リンス」 

⑱400〜500 cc の水を抽出後、自動的に停止します0 
- (表示）「リンスオワリ」 

⑪石ポタンを押し、除石灰メニューを終了します。 

— (表示）「ジヨセツカイ 

ジヨセツカイヒヨウジ」 


陵 

重要 


除石灰作業が終わったら、水量カウンター 
が U セツトされます。 
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故障やトラブルの際は、直ちにプラグを抜いてください。 

下表に従っても解決しない場合は、サービスセンターにお問い合わせください。 


症状 

原因 

解決法 

ディスプレイが表示されない 

電気が供給されていない 

メインスイッチが入っているか 

コンセントが入っているか、など 

確認してください 


サイドドアが開いている 

閉めて<ださい 

コーヒーが抽出されない 

ブルー イング ユニツ トが正しく セツ ト 

されていない 

正しくセットしてください 


ブルー イング ユニツ トが汚れている 

マニュアルに従って掃除してください 


水が入っていない 

水タンクに水をいれてください 


コーヒー豆が入っていない 

コーヒー豆容器に豆をいれてください 


カス入れがセツトされていない 

カス入れをセットしてください 


グラインダーが詰まっている 

マニュアルに従って掃除してください 

コーヒーの出が早い 

豆の挽き方が粗い 

細かくしてみてください 

コーヒーの出が遅い 

豆の挽き方が細かい 

粗くしてみてください 

クレマ(泡)の立ちが悪い 

コーヒーのプレンドやロースト具合が 

合っていない 

コーヒー豆を変えてみてください 

マシンの立ち上がりに 

マシン内に石灰が溜まっている 

マニュアルに従って除石灰作業 

時間がかかる 


をしてください 

ブルーイングユニットが 

ブルー イング ユニツ トが正しい位置 

サイドドアを閉め、カス入れをセットして 

外れない 

にない 

電源を入れ直してみてください 
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外寸 

W 380 XD440XH460 mm 

重量 

約 14.5 kg 

材質 

亜鉛メツキ鋼および A B S 樹脂 

電源 

AC 100 V 50/60HZ 

消費電力 

1,500 W 

初動準備時間 

約 120 秒 

水タンク容量 

約 6.5 L 

ドリップトレー容量 

約 1.0 L 

ヒーティングタイム 

約 120 秒 

豆ホッ八°一容量 

約 950g 

P 由出時間 

コーヒー約 35 秒 (120 cc )/ お湯約 25 秒 (150 cc ) 

P ポンプ圧 

15 気圧 

電源コードの長さ 

約 1 .2 m 
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